
コリンズ・テクリス利用者会議 議事概要 
 

日 時 ：平成 22 年 10 月 4 日（月） 
 16：00～17：00 

場 所 ：東海大学校友会館 
出席者 ：配付資料（出席者一覧）の通り 

 
１．開会 
 
２．主催者あいさつ 
 財団法人 日本建設情報総合センター 理事長 門松 武 
３．座長あいさつ 
 名古屋工業大学大学院 山本幸司 教授 
４．議事 
（１）趣旨説明 

JACIC より説明：資料１－１、資料１－２ 
（２）財団の概要 

JACIC より説明：資料１－３ 
（３）「コリンズ・テクリス」の概要 

JACIC より説明：資料１－４ 
（４）事業仕分けの結果報告 

JACIC より説明：資料１－５ 
（５）利用者の意見要望の拝聴 
 別紙の通り 
（６）今後のスケジュール 

JACIC より説明：資料１－６ 
 
５．閉会 
 



（別紙）コリンズ・テクリス 利用者のご意見・ご要望 
 
○ 国の機関 

・ 総合評価方式の発注の増加等によりコリンズ・テクリスが不可欠となっている。 
・ 発注機関、入札参加者の意見も聞いて、さらに機能を向上させてほしい。 
・ 予算を確保してシステムの改良を計画的に実施してほしい。 
・ 料金の見直し、引き下げについても、経営の観点から十分議論してほしい。 
・ 発注工事数が少なくても利用料金が一定である。利用量に応じた料金を検討してほ

しい。 
・ 料金の細部内訳を示してほしい。 
・ 無料のユーザーID 数（基本料金で現行 10ID まで）を増やしてほしい。 

○ 地方公共団体 
・ 業務上不可欠なシステムなので、是非とも維持してほしい。 
・ 総合評価方式では、契約手続きに時間と手間がかかる。企業の工事成績等も（登録・

検索出来るように）システムに入れられないか。あわせて電子入札も含めて利用で

きると市町村でも総合評価を行いやすい。 
・ 技術者の登録可能数が増えたが、担当内容の濃淡を含めて管理できないか。 
・ フリーキーワード検索の使い勝手を改善してほしい。 
・ ＪＶの実績を（ＪＶ全体の金額だけでなく、構成する）単独企業の金額でも検索で

きないか。 
・ 料金の引き下げとともに、料金の透明性の確保を図ってほしい。 
・ 将来的なシステムの維持管理を考えたうえで、可能なら料金の引き下げをしてほし

い。 
・ 市町村向けの料金は、特に大きな負担感はない。現状料金を維持したうえで、機能

の拡充を図ってほしい。 
・ 直接提供とｗｅｂ検索を同時に実施する場合の料金について（減額を）検討してほ

しい。 
・ 直接提供についても、Ｗｅｂ化による検索の容易化に期待している。 
・ 来年以降も利用者の意見を聞いてほしい。 

○ 独立行政法人等 
・ 直接提供利用の場合、コリンズとテクリスの同時利用の割引料金の設定がないので

考慮してほしい。 
・ 直接提供型から検索提供型に切り替える場合、ID 数が多いと料金がかさんでしま

うので同等の金額で対応できるよう、料金の見直しを要望する。 
・ 検索料は税込みで 100 万円未満だと契約手続きが簡易となるので、（料金引き下げ

を）検討してほしい。 



・ 利用料金について従量制も検討してほしい。 
○ 業界団体 

・ コリンズ・テクリスは技術競争を推進するシステムと認識している。 
・ ｗｅｂ化で非常に使いやすくなったが、（入力作業中に作業を中断してパソコンを）

放置するとパスワードの再入力が必要となる。（※） 
・ 技術者登録数は増やしてほしい。（個々の技術者が何を担当したかについて）発注

者の評価も必要。 
・ （現在、登録できる工種数は限られているが）多工種の大型案件にも対応できるよ

う配慮してほしい。 
・ 自社データ検索では、自社の実績が読み取れるが、評定点、ランキング等は（登録

項目になく）読み取れない。 
・ 登録料金は安い方がいいが、現状で納得している。 
・ システム運用の収支がプラスならば、料金の低減を要望する。 
・ 料金水準を引き下げてほしい。自社実績データの（一括）ダウンロードは無料化し

てほしい。 
・ ヘルプデスクのメール等の回答は早い。 
・ 登録の際に必要な（紙ベースでの）発注者の登録内容確認もシステム上でできない

か。 

・ システムの改良に関する意見交換の場を引き続き持ってほしい。 

 
※ セキュリテｲ確保のため、10 分間以上入力作業を中断すると自動的にタイムアウトする

システムになっている。 


